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　北京融愛融楽知的障碍者親の会（以下融愛融楽と略記）は、知的障碍者の親達が共同で出資し、2012年7月に正式に登記した非営利の社会福祉法人です。
組織の使命：
カルチャとスポーツを融合したレジャー活動を実施し、知的障碍者の就労及び社会生活の支援を推進し、親と社会の支えを通して、知的障碍者の自立をサポートし、社会との融合を促進します。
組織のビジョン：
知的障害者に人々と平等な権利、平等な地位と平等な機会を。
　発足して以来、資金不足、活動場所もない状況にもかかわらず、思いやりのある多くの人々や組織の支援を受け、障碍者の親達が一致団結し、様々な困難を乗り越え、知的障碍者のために以下のような活動を実施してきました。
1．ハッピーキャンプ：米国のモデルを参考にしたスポーツ活動。知的障碍者のキャンパーとボランティアが1対1の組を作って、キャンパーを支援しスポーツを楽しむ活動を行います。ボランティアは人のためになる喜びと命の価値を実感でき、社会貢献を自分の生き甲斐として障碍者支援活動への参加を定着するにもつながります。
2．サンシャインコーラス：知的障碍者の親達が中心に作った合唱団。愛が溢れる歌声は知的障碍者の親達が挫折に負けない、常に上を向いて歩くポジティブな生き方を謳歌します。
3．ナショナル太鼓チーム：太鼓の練習を通じて知的障碍者の目と手の協調性や視聴覚機能が鍛えられ、統一した迷彩服を身につけて公演する時の彼らは、勢いよく自信たっぷりで自己表現をし、人々から愛される幸せと努力がもたらした成功を味わうことができました。
4．会議サービスチーム：オンサイト活動のたびに、知的障碍者はボランティアとともに受付、案内、資料配布などの会議サポート業務を行います。
5．コミュニティ文化活動：地域コミュニティの支援により、ファッションショー、ダンスのトレーニング、サインランゲージの表現などを含む文化活動を実施しています。
6．親達へのトレーニング：親達の理念を高めるために、障害者の権利に関する国連条約や国内法規、就労支援、知的障害者の権利保障及び知的障害者の生活の質を高めるためのセミナーや講習会を開きました。
7. 司会支援プロジェクト：北京点字図書館、明光の友朗読会と協力して、司会活動に興味を持つ知的障碍者のために無料の訓練を行います。

　融愛融楽の文化活動が知的障碍者の生活をより豊かにし、生活の質を向上させました。知的障碍者とその親達に支持されるだけでなく、障害を持つ人々のことを社会に理解してもらう機会を増やし、知的障碍者に自分達が持つ潜在能力と個性を発揮するチャンスを与えました。
2011年12月にネパールで開催の“国際育成会連盟アジア太平洋地区フォーラム”と2012年10月にアメリカ・ワシントンDCで開催の“国際育成会連盟グローバル・フォーラム”に融爱融乐の代表者も参加しました。
2012年12月に、我々は国際育成会連盟と協力し、“インクルージョン教育、地域生活、就労支援を語る”北京知的障碍者国際会議を開催しました。クラウス・ラシュウィツ会長をはじめ、ダイアン・リッチラー元会長、コニー・ボウェーエグゼクティブディレクター、ファデェアー・ファラー副会長、長瀬修アジア太平洋地区理事をメインスピーカーとして迎え、先進国の進んだ理念と豊富な経験を中国の専門家と知的障碍者の親達に伝えました。
　知的障害者の親の組織として、融愛融楽は以上のプロジェクトを進め、まだ不十分なところを改善するとともに、今後さらに以下のプロジェクトの実施も試みようとしています。
1． 就労支援パイロットプロジェクト
２．地域生活のパイロットプロジェクト
３．ニュースレターの発行
私達は、人がもつ障害そのものより、差別や偏見が本当の障害であると信じています。我々は差別や偏見をなくすため、社会的インクルージョンを促進し、人々の意識とモラルの向上を図り、国の施策の充実化や障碍者権利の保障を求めます。全国の仲間、そして世界中の仲間との交流を促進し、知的障害者も人間としての尊厳が守られ、自己価値の実現を果たせ、豊かな人生を送れるよい社会作りを目指して邁進して行きます。
